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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年3月20日(2014.3.20)

【公表番号】特表2013-520413(P2013-520413A)
【公表日】平成25年6月6日(2013.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2013-028
【出願番号】特願2012-553849(P2012-553849)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 233/65     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 231/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 253/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/57     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  53/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/495    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 233/65    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 231/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/08    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/04    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 253/14    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 255/57    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  53/00    　　　Ｇ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１３　
   Ａ６１Ｋ  31/495   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月31日(2014.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉａ：
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【化１】

の化合物、又はその製薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　式ＩＸ：

【化２】

の化合物を、塩基及び過酸化物と反応させ、次いで得られた混合物を酸性溶液と反応させ
ることを含んでなる、請求項１に記載の化合物の製造方法。
【請求項３】
　式ＩＸの化合物が、式ＶＩＩＩ：
【化３】

（式中、Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、又はＩである）
の化合物を、金属、金属シアン化物、及び触媒と反応させることを含む方法によって製造
される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　式ＶＩＩＩの化合物が、式ＶＩＩ：
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【化４】

の化合物を、第一の塩基及びトリＣ1-6アルキルホスホノアセタートの混合物と反応させ
、次いで得られた混合物を第二の塩基と反応させることを含む方法によって製造される、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　式ＶＩＩの化合物が、式ＶＩ：

【化５】

（式中、ＬＧは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、トシラート、ブロシラート、ノシラート、メシラート
、又はトリフラートである）
の化合物を、塩基と反応させることを含む方法によって製造される、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　式ＶＩの化合物が、式Ｖ：

【化６】

の化合物を、還元剤及びキラルなオキサザボロリジンと反応させることを含む方法によっ
て製造される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　式Ｉｂ：



(4) JP 2013-520413 A5 2014.3.20

【化７】

の化合物、又はその製薬学的に許容される塩を製造する方法であって：
　その方法が、式Ｉａ：

【化８】

の化合物を、（１）活性化剤、及び（２）式ＩＶａ：
【化９】

の化合物、又はその適切な塩と反応させることを含んでなる、上記方法。
【請求項８】
　前記活性化剤が、１，１’－カルボニルジイミダゾールである、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　式ＩＶａの化合物、又はその適切な塩が、式ＩＩＩａ：
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【化１０】

の化合物を酸と反応させることを含む方法によって製造される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　式ＩＩＩａの化合物が、式ＩＩａ：
【化１１】

の化合物を、シクロブタノン及び還元剤と反応させることを含む方法によって製造される
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　式Ｉｃ：
【化１２】

の化合物、又はその製薬学的に許容される塩を製造する方法であって：
　その方法が、式Ｉａ：
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【化１３】

の化合物を、（１）活性化剤及び式ＩＶｂ：

【化１４】

の化合物、又はその適切な塩、及び（２）塩基と反応させることを含んでなる、上記方法
。
【請求項１２】
　活性化剤が、１－ヒドロキシベンゾトリアゾールと１－エチル－３－（３－ジメチルア
ミノプロピル）カルボジイミド塩酸塩の混合物である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　式ＩＶｂの化合物が、式ＩＩＩｂ：
【化１５】

の化合物を酸と反応させることを含む方法によって製造される、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１４】
　式ＩＩＩｂの化合物が、式ＩＩｂ：
【化１６】

の化合物を、シクロブタノン及び還元剤と反応させることを含む方法によって製造される
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、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記還元剤がトリアセトキシ水素化ホウ素ナトリウムである、請求項１０又は１４に記
載の方法。
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